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福岡大学医学部消化器内科

　要旨：この１０年間に，急性肝障害の診断で，福岡大学消化器内科で入院加療を受けた患者の臨床的検討

を行った．症例は１１２例であった．Ｂ型急性肝炎が３６例（３２.１％）と最も多く，原因不明肝障害が３２例

（２８.６％），薬剤性肝障害が１８例（１６.１％）であった．Ｃ型急性肝炎はこの１０年でわずか４例（３.６％）であっ

た．２０００年～２００４年の前期５年間と２００５年～２００９年の後期５年間の比較検討では，Ｂ型肝炎ウイルスと薬

剤による肝障害が増加していた．また，重症肝炎・劇症肝炎１３例中，Ｂ型肝炎ウイルスが原因であるもの

が１０例（７６.９％）と最も多かった．Ｂ型肝炎による重症肝炎例では，劇症肝炎発症率が４０％であった．ま

た，Ｂ型肝炎ウイルスによる劇症肝炎では死亡率は５０％と高率であった．国全体でのＢ型肝炎に対するユ

ニバーサルワクチン開始を考慮する必要性が考えられた．また，近年増加している薬剤性肝障害には，健

康食品による薬剤性肝障害も散見されるため注意が必要である．
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